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各j謹腫言侮のつ慰み溌そろそろ暴くらみかけました-‐‐黍の声を聞きつつ

あｼﾕか塗るす．寒さ鯵雲夢しい毎巳が続いています一息と這言え埋文ごセンターも

#藤巨蕃庵かえ、毒事し誠寒さの中、ますますいそがしく動いています。今

i回の『乙貞jでばもこの埋文尋センターの擬子を現場からの近況報告もまじえ

､てお気Iら菅したいと思います。

←｡。。苦身北這跡発蕊獄ﾖ査証落姶一一一一・・一

i吉身撚蓋跡の蚤蕊屈謁査;壷藍尾28日よむ開始し

!示していきず還り奉害山凝西ﾛの駅前本通りと
j蟹誌広議こ蕊ま認走蔚で､約2蒙帥0鋤広さ：
§が毒り蓑ず壷

：逗錘毒喜燕遥鶴違憲.-奮墳詩代後期の集落跡砿と

；し覧昼難き蕊鷺お診、遥去の識査でも､竪穴式：§．

:窪居薯蕊じ塗どす墨謹幾の集落を検鴎していま

#す｡
；今年懲騨琴の豪雪が弓i割､に出される息
1の寒鞍に見舞われてお遜発謡作業ゐ方も停轄
:職いまず鰯調査嬢鍾葬蕊署伝愚るたは､今歩む
；態涛涛愁懇要葱鍾雷管錘、現我でば竪穴式住居2

；霧〉ど毒見条暑塗謹津て漆まず。この住居と溝は

i霧建のど考差鯵戟､蕊寮の藷査で漣弥生時代の遥
；身北f識誌の新滝燕鐸蓉署見塗したども言えます。
i営一垂.霞へ＝鐸皐、…＝一一､会一､＝覇－－～、－－－－－壷、．

息椿鴬愁懇要葱鍾雷管錘、現我でば竪穴式住居2糠〈厩形のものと方形のも

霧〉ど毒見条暑塗謹津て漆まず。この住居と溝は、弥生時代中遥蔭期の時期

霧建のど考差鯵戟毒蕊寮の藷査で漣弱､生時代の遥構ば見つかっておらずも吉

身北f識誌の新滝燕鐸蓉署見塗したども言えます。調査地は匹坊が毒に囲まれ
ており電墨挙嘩雪摩意謹くわ蔵に瞳いきませんが龍「乙貞」箭踊董他により、

調査状況をお伝えむだ拳と思います。御期待下さい。 （岩崎）

一吉身西遥跡発掘請査抄報……….（下え弗卜3衣》
・昨年10月から継続中の吉身西遺跡f発掘調査は大詰となってきており、2：
月末を目度に鋭意進行中です。
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数の小穴と遥釣“ケ扇の圭蕊と浮ぶ径鋤函~z島の穴蕊みつかつ舞瞳鐙；
ですら=嘘点から廷､蓋玉と呼ぶ『宝劃毎一種で首蕊画鱈玉爵塞

患蒸議議蕊:好慧鐙i
な班3個の参や質が鋤さ械鰯で雌しま肱｡茎諺勤謹職雷

蕊雲叢蕊蕊蕊｜
､土器敬意に穴の中ご埋め…と思棚識蝋これ鹿ﾑﾗの一i
謹難謡至言鶏雲錐二震蛮二鱒蓋篭宗雲
詫たもの､容器(盛り”刷があるほか､農具画茎凱蝉混入して毒I

宣茎孟春麓~麓言裟冥室室窺驚言悪皇童箸蕩｜
調査を貢る機会超あれば､髄撚など当時のﾑﾗの規模蕊生活の鍾識噸！
らか渥函●下乏郷町を含む割jの蔀身錆謎の社会を弱らかにするこど；

鰯誌三三麓二瀧蕊憲駕震麓塞急i
遠唾聯の人ﾀどp交流があり､鰻都遣諒と蓮ぼ同棲の大規模な集落感が翼：
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苧．毒識達瀞蕊霊議富篭謹謹蔓参一。。＝＝

鯵準亨憲摸馨謹萱嶺篭鎗嘩麓篭童達蕊で雲、勇塞雲で漣も古雲誇缶龍蕊←：
髪塞'一霊嘗謹尋糞冒蕊雲”含議童毒鍵‘嘉露簿灘琴遥謹誼豊雲霧書蕊蓑菖むて謹ます｡；

今鍾謹、その蕊尭修も慧誕龍罫琶墳誇縄諒鶏鍾士調〈蕊一謹言〉と鎌倉時代の：

舞蚕鯉一諺謹津曹琶章震簿鍾報言むだ恥と患い麦す・．；
こ鐘古雲涛鵠蔑認桑土壌《謹一謬騨陰、大きさ鎮鎗4垂蕊急一墓墨漂雪

議爵蕊簿姦る支毒憲毒参壱、瞳窪街露影をして砿ます。蓋秘建、篭-グシ墓焦諺：

薙雲霊塗箕鳶萱蕊霊蕊茎点､ﾐﾆﾁｭｱ土器五点屠途不明垂ｼ鍾墨が騨
憲､等ら雲諦や/i､雲丸窪童憲どの鱒歎土器を中心と乙た多量の土器が出土；

・昌

諺､露曹阜溌す。連錘二堂蕊撞糞＜鍾童二毛のは蓮前に璽点を号で報告した繁一達

喜が鐸謬董す診選羅診窺;裟籍漣う験てば、遺物から考えると、『まつり』〈；

篭裁き謹露鎮笠鎧雲･童話鈴であるど患われますがが環在のどころ溌弓宝はできま；

きん。今彰後．『まつ跡〈儀動を行なった場所が見つがればばっきりする；

こど､で画桑う。。；

次漣雰鎌倉時代垂井戸(SK-1)についてです。.この井弓戸は、調査中なの；

.密､:環時憲蚕わが壱ているこどを蓑号告します。井戸の掘方ば直径約1皿で、

溌茎霊影警ｼて：‘蓮まず｡井戸砕く一辺約軌は､検出面より､約1睡下で礎
鐙塞龍蓋肇走診達犠察、ハシ状太製品五点、鉄製刀子1点、牛の角〈ある融

蕊篭雑職套魚劉漁色士奉蝿士臓"､雌中心ど肱±雪
謹ま±塗篭準まず:、
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この井戸は、2時期にわたって構築された可慧#性の強いものです。おそらく｜

最初に糠菱した井戸鯛里つた（あるい這理められ定》の毒挺､もう一浸擁室i
されたものでしょう。 酉i

Jさて、この井戸”客､「埋井の壷』＝考えられるやのが出圭準しだ。I
埋井の竹とは、井戸を廃篭するにあたって竹を課戸内にさしたも垂で嬉埋弁1

の儀式の中で行なわれたものです。つい近年まで、地元でも劣戸を篭めるさ；

いに､‘靖やビニールのズfｲプをさしこんだといいます｡こ“､蟻に井戸I
内のガスを抜くためのものであったといいますが幕おそらくこれ緯、『埋弁；

矧孟震駕鷲鮭妻:麗窒墓蓋裟蕊二三総｜
雲す｡今回の井戸の例もそのあら”であるとす如き､非常に興濫熱､=の1
であるといえるでしょう。 （宮下）

JJ以上､3遺跡を紹仙てきま…市胴愈この“｜
言窯室駕篭鶏呈墓匡霊蕊冨震I
J蕊二要皇言鴛童謡驚鰯鴇二雲寧’

た井戸鯛里った（あるい這理められ定》のち鑓、もう一浸謬謹窪；

炉"季腫…｣＝考えられる…塗=…ol
、井戸を廃篭するにあたって竹を課戸内にさしたもので嬉埋弁I

行なわれたものです｡”近年雲で､地元でも炉塞鰻めるさ’

三二垂麗駕雪蒜鱈鰹墓乏震童亭頑
駕鷲鮭幾室雪墨蓋裟憲吾二三総｜
井戸の例もそのあら”であると城ば､非常に興珪熱､=の！

”（宮下）

M遺跡を紹仙てきま…市内で＝この“｜
謹製寵鶏呈墓匡霊蕊冨震I

鱒皇言蜜蝋駕差鵜二瀞’

●

↑
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埋文センター では、3月 18日より25日まで、今ご年度4回目の特別

展を、「

また、

の近江

い。

「58年度発掘調 査速報展」展」と題して行弓ないます。
．,.：､

明氏による講演会:..；｢戦国時代
｡。.●-,せゆ

すぴ、ご家族そろってぜひおいで下言
･：ふ1..._署:;‘倉:.《?．
．｡、ｳ･ゆ｡｡:?』-．'
．、.．：．．
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”欝蕊f義承謬溺愛云言了『-
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比童;磯f雪参箔豊職望垂いけど

i

i

一･一、もうそる●ひわ●

=蕊蓑報善塞違蕊妄毒Jと雪う毎日です。
で蕊議髪健毒蕊蝦溌言そうです｡この､:#･....：

寒さ?の;甫講湧湯で作業:を::し1輯いる方々::;御::苦労様
i.f:・藻葱:-電・‘．，、食，－1．／金：．..…..,3-:．！・・

です。18日からの特別展に白頃の成果を

十分見ていただける様に頑張りたいと 思 います。
K言乙！


